
INDEX

みんなの
がっこう
のどうぶつ

VOL　35 01　AUG.

tel
fax

mail

028(622)7793
028(621)9660

tochivet@viola.ocn.ne.jp

〒320-0032
栃木県宇都宮市昭和一丁目１−２３

公益社団法人　栃木県獣医師会

学校飼育動物とのお別れ
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酷い状況にある動物が放置
される状況を、 児童達は自
分達に重ね合わせて 「放置
されること」と 「放置すること」
を知るだろうと想像されます。
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小山市内の小学校で飼育されていたココア （右）
はミルク（左）と一緒に飼育舎で生活していました。

ココアは神経の病気になり下半身
が麻痺してしまい動物病院に入院
することになりました。
退院が望めない長期の入院にな
ることが予測されました。

写真はミルクとココアを合わせてあげたいと考えた飼育委員さん、 先生方のご
希望に応え、 動物病院から外出させて一緒にしてあげた場面です。
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しかし、 大切にお世話することで
平均的な寿命以上に長生きしてく
れることも多いです。
長生きしてくれる分、 癌や介護が
必要なことが多いのは人間の場合
と全く同じです。
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このような場合には、 小学校の児童たちだけでは限界があります。
飼育担当の先生や他の先生方の協力があっても限界があることは
避けられない事実です。

外出してきたココアを通して飼育委員会
に 「命の授業」 を行っている場面。

： 小学校の先生提供

遠からず来るだろうココアと
の死別をしっかりと受け止
めて、 「生きているからこそ」
に関連付けることを目的とし
て実施しました。
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生き物は必ず調子を崩すことがあります。



特に、 ゲームなどで 「殺すこと」 を日常的に仮想体験している最近の
児童たちは、 大切な存在と自分の思いとは別に死別することを実体験
することで、頭では知っている 「悲しみ」 は、心の奥底から涌き上がり、
抑えることができない感情であることを知る必要があります。
大切な存在との死別を実体験し、 周囲の人たちと悲しみを共有するこ
とで自身が死んだ時の周囲の悲しみを想像し、 自身の死の意味と家
族の愛情、 友達との友情や自分と関わる人たちの思いを考えることが
できるようになります。

抑えることのできない心から
湧き上がる感情の経験

周囲の人との悲しみの共有

児童たちには死を理解することよりも、 死を通して様々な
経験を経て悲しみを乗り越える方法を知ることが大切です。
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前述のようなことを考えると、 動物の
亡骸を児童たちの目に触れさせない
で密かに校舎の裏に埋めてしまうよう
なことはせず、 みんなでしっかりとお
別れをさせてあげることが大切です。
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決して汚いものや恐ろしいことと捉え
させないで、 愛おしい存在がそこに
休んでいるという気持ちを持ってもら
えるようにすることが大切です。
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小学校で飼育している動物に関して、 困ったことや
頭を痛めていることがあるとき、 病気の相談、 飼育
方法の相談など最寄りの獣医師会獣医師や （公社）
栃木県獣医師会に遠慮なくご連絡ください。
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獣医師会は小学校さんの力になりたいと考えています。
獣医師会との連携は保護者の安心にもつながりますので、
遠慮なくご相談ください。
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